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能登半島地震災害募金への
ご協力をお願いします

募金は全額を被災者救援、被災自治体義援金
に充てます。

２０２４年２月県議会

丸山慎一議員
代表質問

２０２４年度県予算案、
災害対策、国保などを
質しました。

物価高騰・賃金減少のもと
　　　県民の暮らしを最優先に

予算

子育て支援が切実なもと、県の子どもの医療費通院助成の対象年齢引き上げ
の決断を迫りました。県の助成は入院中学３年、通院小学３年までで、通院は１２年間も前進していません。
県内の市町村は独自の努力で入・通院とも高校３年あるいは中学３年まで助成対象を広げています。
県として中学３年まで通院助成を現行制度のままで実施した場合３１億円程度で可能ですが、県は「支援の必要性
　　　　　　　　　　　　　の高い年齢をカバーしている」と背を向けました。
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介護職員待遇改善も重要です。東京都では、介護職員の居住支援を打ち出し、１人月
２万円の支給します。職員の収入増につながる対策をもとめました。
県は、「介護報酬・待遇改善加算が実施される」などど、国まかせの姿勢です。

「年金は減り、介護保険料は増えた。ガス・電気も上がり、食費を削っても家計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は赤字」「国保を払えない」等の悲痛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な声が寄せられています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市町村は、独自に税金を投入（法定外
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繰入）して、国保料・税を抑えてきま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したが、県は国保運営方針で「解消・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　削減」の圧力をかけています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国に負担の大幅増額を求めるとともに、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般会計からの繰り入れは市町村の自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主性に任せるよう主張しました。

高すぎる国保
滞納７軒に１軒

　　　　　　　　　　　　 　　　　
　　 　　　　　　　　　　　　　　
　　 　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 　　　　
　　　　　　　　　　　　 　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

避難所
の

十分な
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能登半島地震をふまえ、避難所での水・食料等の十分な
備蓄や、トイレ・トレーラーの整備を求めました。
県の食料備蓄は
一日２食分しか
なく、３割の人

が食料を、５割が毛布を持参する計画です。

暮らしの予算は、不要不急の大型開発
を見直せば確保は可能です。
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